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釜石港

1. 概況

〈沿革〉
　本港は県南東部に位置し、天然の良港として、明治7年国
営製鉄所が建設されたことにより発展した港である。
　港湾取扱貨物量は製鉄所の拡大とともに急増し、大正11
年には内務省指定港湾となり、さらに昭和7年には臨港鉄道
と桟橋2基が設置され、1万トン級船舶が入港できるようにな
り、昭和9年には本県初の開港となった。
　その後、製鉄業の隆盛と三陸漁場を控えた漁業基地とし
ての水産業の発展と相まって、港勢の伸長には著しいものが
あったが、太平洋戦争末期、昭和20年に二度にわたる艦砲
射撃を受け、製鉄所はもとより、全市のほとんどが壊滅する
という大惨禍を被った。しかし、戦災復興にかける市民の努
力により奇跡的な復興を成し遂げ、昭和25年の国鉄釜石線
の開通や原料・製品輸送の海運要請の増大、また三陸沖合の
良好な漁場を背景とする本港を利用する漁船の増大などによ
り、「鉄と魚の町」がよみがえった。
　昭和26年9月、本港は重要港湾に指定され、続いて同年10
月には第3種漁港に指定された。その後、昭和28年7月には
岩手県が港湾管理者となった。昭和34年に長年の悲願であっ
た内陸部と結ぶ道路が開通し、名実ともに海陸の結節点とな
り、物資の交通が一層促進されることになった。
　この間、公共施設は昭和7年、須賀地区に物揚場及び防波
堤の建設に着手、昭和13年に完成した。戦後、背後地の鉱
産物、金属製品等の海運要請が強まり、昭和37年度から、5
千トン岸壁1バースを主体とした公共ふ頭の建設に着手し、
昭和46年に完成している。更に、石油流通基地、鉄工団地、
下水終末処理場を集約した約9haの都市再開発用地造成を大
平地区に計画、昭和47年に完成した。また、新日本製鐵㈱
釜石製鐵所（現：日本製鉄㈱釜石製鉄所北日本製鉄所釜石地
区）は大型船に対応できる桟橋を拡張し機能の増強を図った。
　その後、物資流通機能の拡張と恒久的な津波対策を柱とし
た港湾計画が、昭和52年に決定され、世紀の大事業と言わ
れた最大水深-63ｍにも及ぶ湾口防波堤工事に着手、平成20
年度に完成し、平成22年度には世界最大水深の防波堤とし
てギネス世界記録の認定を受けている。また、須賀地区公共
埠頭の先端部には、18千トン岸壁1バース及び耐震強化岸壁
として5千トン岸壁1バースが平成18年度に完成し、港湾機
能が大幅に強化された。

　しかし、平成23年3月、東日本大震災津波により、湾口防
波堤が倒壊、新日本製鐵㈱をはじめとする民間企業の施設も
大きな被害を受け、物流は一時停止した。しかし、湾口防波
堤の減災効果により、岸壁自体には大きな被害がなかったこ
とから、民間企業の復旧とともに、港湾活動が再開し、平成
25年には震災前の取扱貨物量にまで回復を遂げている。
　また、平成23年7月には、国際フィーダーコンテナ定期航
路を契機に、コンテナ物流が開始された。
　平成29年9月には、復興支援の一環として、大阪府から無
償譲渡されたガントリークレーンの供用を開始し、同年11月
には外貿定期コンテナ航路が開設され、本港のコンテナ取扱
量は飛躍的に増大し、令和6年6月には新たな国際フィーダ
―コンテナ定期航路が開設され、これにより週3便のコンテ
ナ定期航路が就航することになった。
　こうして、輸出入サービス及び国内2点間輸送サービスの
充実・深化が図られ、釜石港の国際貿易拠点化が着実に進展
している。
〈地勢〉　
　本港は、県南東部に位置し（北緯39度17分、東経141度
54分）、リアス式海岸特有のV字型湾の約4㎞湾奥にある。
　古くから天然の良港といわれてきたように、南北に位置す
る半島の防波効果により、防護されている。
〈市勢〉
　釜石市は、 面積441㎢、 人口約29,000人、 就業人口約
15,000人で、 第1次産業5％、 第2次産業30％、 第3次産業
65％の構成となっている。
　昭和30年代の新日鐵の全盛時には、90,000を超える人口を
擁し、県都盛岡市に次ぐ人口規模を有していた。
　また、市内には世界遺産に登録されている「明治日本の産
業革命遺産」の一つである「橋野鉄鉱山」がある。
　令和元年に開催されたラグビーワールドカップ2019™日本
大会では、東日本大震災津波の被災地で唯一の開催都市と
なった。
〈特徴〉
　釜石港は、東北横断自動車道釜石秋田線と三陸沿岸道路の
結節点にあり、物流拠点となることが期待されている。
　また、平成15年には、総合静脈物流拠点港（リサイクルポー
ト）に指定された。さらに、令和元年には、県内唯一となる
動物検疫の指定港となり、動物検疫の対象となる輸入貨物の
取り扱い増加が見込まれている。
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　完成自動車物流については、平成元年から移入が開始され、
その後、内陸部に関東自動車工業㈱（現：トヨタ自動車東日
本㈱）の工場が立地し、平成5年からは移出も行われた。東
日本大震災以降、休止された状態となっており、その再開が
望まれている。

〈計画〉
　釜石港では、RORO船への対応強化やコンテナターミナル
としての機能強化など、さらなる利用増大等に対応するため、
須賀地区において公共ふ頭の新たな施設配置が検討されてい
る。

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 21,805 1,823 488 内国航路
輸入 14,919 1,483 396 計

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 51,491 100.0 3,732 7.2 3,767 7.3 37,138 72.1
輸入 378,515 100.0 93,915 24.8 269,818 71.3 1,380 0.4
計 430,006 100.0 97,647 22.7 3,767 0.9 269,818 62.7 38,518 9.0

移出 203,673 100.0 1,506 0.7 196,010 96.2

移入 770,462 100.0 37,653 4.9 75,700 9.8 360,326 46.8

計 974,135 100.0 39,159 4.0 75,700 7.8 556,336 57.1
合計 1,404,141 100.0 136,806 9.7 3,767 0.3 345,518 24.6 594,854 42.4

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 206 0.4 5,452 10.6 268 0.5 928 1.8
輸入 8,019 2.1 563 0.1 4,138 1.1 682 0.2
計 8,225 1.9 6,015 1.4 4,406 1.0 1,610 0.4

移出 196 0.1 5,961 2.9

移入 261,286 33.9 140 0.0 1,410 0.2 33,947 4.4

計 261,286 26.8 336 0.0 1,410 0.1 39,908 4.1
合計 269,511 19.2 6,351 0.5 5,816 0.4 41,518 3.0

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 83 1,764,682 14 1,002,540 9 189,595 60 572,547
内航商船 566 549,411 1 34,614
自　　航
そ  の  他 1,270 46,061
合　　計 1,919 2,360,154 15 1,037,154 9 189,595 60 572,547

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船
内航商船 53 202,186 5 7,760 187 145,624 320 159,227
自　　航
そ  の  他 37 19,462 1,233 26,599
合　　計 53 202,186 5 7,760 224 165,086 1,553 185,826

最大入港船舶のトン数　93,656総トン（喫水　 m）

2. 港勢
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3. 港湾施設
区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大けい
船能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名
揚
力

（t）

基
　
数

棟
　
数

使用
面積

（㎡）
（ 公 共 ） 　
須 賀 地 区 –7.5m 岸 　壁 7.5 130 5,000 1 　　 砂利・砂

–4.5mさ ん 橋 4.5 120 1,000 2 　 2 2,795 水産品、水
–4.5m 岸 　壁 4.5 120 1,000 2 　
–1 1 m 岸 　 壁 11.0 190 18,000 1 ガントリー

クレーン
45 1 水産品、鋼材

紙・パルプ
–7.5m 岸 　壁
耐 震（ 緊 急 ）

7.5 130 5,000 1 ジブクレーン 35 1 砂利・砂

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場
　（�自動車、コークス

石灰石）�
– 74,363㎡

普通倉庫
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 – –
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

– –

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 5,726
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
須賀緑地 2,000

（0）
100 休息緑地 昭和48年度 – –

5. マリーナ
該当なし

4. コンテナターミナルの概要

埠 頭 名 -11m岸壁
ター ミ ナ ル 面 積 31,700m2
岸 壁 延 長 190m
水 深 11m
荷 役 機 械 ガントリークレーン1基
ア ウ ト リ ー チ 36.0m
リーファープラグ 28基
荷 役 方 式 ガントリークレーン方式

7. 基地港湾
該当なし
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曳船
名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号 馬　　　　力 隻数

海洋曳船㈱ 〒026–0013　
釜石市浜町1–1　市営ビル304号

0193–24–3322 1,550PS×2
1,500PS×2

1
1

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

函館税関釜石税関支署 〒026–0012　釜石市魚河岸1–2（港湾合同庁舎） 0193–22–3010
仙台検疫所釜石出張所 （仙台検疫所花巻空港出張所） 0198–29–6725
東北地方整備局釜石港湾事務所 〒026–0011　釜石市港町2–7–27 0193–22–9111
釜石海上保安部 〒026–0012　釜石市魚河岸1–2（港湾合同庁舎） 0193–22–3820
岩手県沿岸広域振興局土木部 〒026–0043　釜石市新町6–50（合同庁舎） 0193–27–5572
釜石市役所 〒026–8686　釜石市只越町3–9–13 0193–22–2111

通船
名　　　　　称 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 隻数

海洋曳船㈱ 〒026–0013　釜石市浜町1–1　市営ビル304号 0193–24–3322 1

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

日鉄物流㈱北日本支店（釜石地区） 〒026–0031　釜石市鈴子町23–15 0193–24–0175 ○ ○ ○

水先
水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数

釜石 〒026–0021　釜石市只越町3–4–2　南天ビル2階 0193–55–4810 2
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